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■実践事例報告の概要

本システムは、子どもたちが主体になって動物園の音声ガイドを作り、インターネット経由で配信
する試みである。子どもたちが飼育体験を通して気づいたことや分かったことを音声で記録し、
Web上で発表する。現在、音声をインターネット上で配信したり、園内の音声ガイドなどに利用
したりしている。音声ガイド利用者は、携帯電話を使って自分の声をインターネット上に記録する
こともできる。

実践のねらい

　環境学習や動物園での飼育体験などの体験型学

習は、体験が一度きりになってしまったり、感動

を他の人と共有するのが難しいなどの問題点があ

る。そこで、自分の体験を音声リポートという形

に残し、インターネット上で広く公開することで、

後で振り返ったり、他の人に自分の考えを伝えた

りすることができるようになる。

　声に出して他人に伝えるという作業は、表現力

や伝える力を養うことにもつながる。また、他人

と体験を共有することで他の学習者にも学習の契

機を提供することにもなると考える。

特徴・工夫・努力した点

　近年、子どもの遊びの中でふれあいが少なくな

っているとの指摘がある。そこで、子どもたちを

グループごとに分け、グループ単位で行動させる

ようにした。そうした結果、飼育体験や原稿作り、

音声でのリポートなどの場面で子どもたちが助け

合い、コミュニケーションを図りながら作業に当

たる場面が数多く見られた。

　また、この試みは情報モラルの問題にも焦点を

当てている。自分の声が公の音声ガイドになると

いうことで、子どもたちは「他者に伝える」こと

を意識し、責任を感じながら作業に取り組んで

いた。結果、大変質の高い音声ガイドが集まった。

実践内容  

　７月27･28日の２日間にわたって小学校５・６

年生19名を対象とした飼育体験サマースクール

を開催し、その最後に音声ガイドの作成を行った。

１日目は、はじめに事務所や飼料室、動物病院な

ど普段では見ることのできない園内の施設を回り、

動物解説員の方の解説を聞きながら園内を散策し

た。その後、参加者を５つの班に分け、一人が１

種類の動物を担当するように分担を決め、ワーク

シートを使って動物の行動観察やスケッチなどを

行った。

　２日目の前半は班ごとに分かれ、飼育員や実習

生と共に行動し、動物の餌やりや掃除など動物の

飼育を体験した。そして最後に、２日間のまとめ

として解説パネルの作成とリポートのための原稿

作りを行い、音声でリポートを行った。これまで

ほとんど体験したことのない音声でのリポートに

子どもたちは四苦八苦していた様子であったが、

友だち同士で教えあい、互いに参考にしながら進

めることで徐々に原稿を完成させていった。みん

な何度も録音を繰り返し、やっとのことでリポー

トを完成させた。リポートには素朴な疑問や素直
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な考えが反映され、とてもユニークなものに仕上

がった。現在、インターネット上での音声配信と

音声地図の公開を行い（資料）、子どもたちの学

習に役立てられている。

実践結果  

　サマースクール参加者に対して、動物への理解

度や楽しさ、道具の操作性などに関するアンケー

ト調査を行った。その結果、飼育体験の満足度を

問う質問での評価が特に高くなった（５点満点中

平均点が4.9）。続いて操作性（4.8）、過般性（4.6）、

リポートによる理解度の向上（4.5）の順に続い

ている。飼育体験そのものが参加者にとって非常

に有意義であり、音声リポートをしたことでより

理解が深まったと推察できる。

　サマースクール終了後、音声ガイドを携帯型音

楽プレーヤーに収録し、同園で８月４日から10

日にかけて無料貸し出しを実施した。42組の親

子連れやグループが参加し、好評を得た。特にお

子さんからの反響が大きいようであった。園内に

はサマースクール参加者が作った解説パネルが各

動物の前に掲示されており、そこに書かれている

番号に音声ガイドの数字を合わせると解説を聞く

ことがでる。また、音声ガイド利用者も携帯電話

を使ってインターネット経由でWeb上に自分の

声を記録することができる。解説パネルには、

そのための電話番号も掲載されている。現在、

Web上での音声配信と音声地図の公開を行って

いる。

　音声ガイド利用者に対しても、大人と子どもに

グループを分けてアンケート調査を行った。大

人の参加者では、操作性以外の５つの項目（理

解度、興味、楽しさ、お勧め度、もっと参加した

いか）において、「とても思う」と「そう思う」

を合わせた割合が９割以上になった。大人でも

十分に満足できる音声ガイドになったことが分か

った。子どもの利用者では少々ばらつきが見ら

れ、結果は、楽しさ（4.5）、理解度（4.4）、お勧

め度（4.3）、興味（4.3）、操作性（4.0）、もっと

参加したいか（3.4）の順になった。子どもが楽

しみながら興味や理解を促進する音声ガイドを提

供することができた。

考察（今後の課題）  

　現在、インターネット上での音声配信と音声地

図の公開を行っている。本プロジェクトサイトは

利用者同士が意見を述べ合う掲示板の機能も備え

ている。

　その他、携帯型音楽プレーヤーなどのデバイス

がなくても携帯電話から音声ガイドを聞くことが

できるよう、携帯電話用の音声ガイドをインター

ネット上で公開している。園内のQRコードから

携帯電話用サイトにアクセスすることができる。

これによって携帯電話を持つ誰もが子どもたちの

音声ガイドを利用することができる。現在は上位

機種向けになっているが、今後利用できるキャリ

アを広げ、より多くの人が利用できるようにした

いと考えている。

　その他の課題として、HTML上でトラックバッ

クなどの機能を拡張することで、オンラインで議

論が行えるような場を整備していきたいと考えて

いる。

資料・Web上の音声ガイド


